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本提案について

本提案�1株式会社DXパーøúーº(DXP)|開発wた<DX~科学=フüーðワー¿{基u}1ºúッ¿¹株式会社~úー¹事業(法⼈⾦融サービ¹1ñンöúン¹

úー¹1üンöッ¿)を対象xwた変⾰提案wy2ºúッ¿¹�1964年~創業以来1<隣地へ~進出=x<資本~úサイ¿û=xいう独⾃~戦略を通xv1úー¹

会社{¹多⻆的z⾦融サービ¹企業へx進化を遂げv}~wた2

w{w1現在~ビ¸ネ¹ò÷û�依然xwv<アúýÀ前提=~パùÀイð{深く根vwvzº1物理的z資産x⾦融機能をúûア(線形){組�合わせ1効率化

x規模~拡⼤{¸っv収益を上げ»ò÷ûwy2本提案w�1ºúッ¿¹|<÷¸¿û前提=~ビ¸ネ¹ò÷ûへx転換w1社会インフùxwv~資産稼働を最

適化y»<資産ºーÁ¹øüー·ョン·プùッøフ¹ーð=へx進化y»ため~ýーùマップを提⽰w~y2



第1章:変革の必要性
市場環境の変化
世界~産業機械·機器⾦融市場�1単z

»資産~貸借{¹<Asset-as-a-

Service(AaaS)=や<Equipment-as-a-

Service(EaaS)=へx急速{シフøしvい

~す2

÷ジタûýイöィブの脅威
EquipmentShareやRitchie Bros.~¸うz

競合|1÷ータxプラッøフォームを活

⽤しv市場~ûーûを書}換えつつあº

~す2

þンúニア成長の実現
こ¼¹~プüイヤー�1資産そ~も~w�zく1資産{¹⽣�出さ¼»<成果=x<÷ー

タ=を収益化し1ネッøワーク効果{¸»⾮線形z成⻑を実現しvい~す2



<アナロÀ前提=vs<デ¸タû前提=
<DX~科学=w�1ビ¸ý¹を<²úロÀを前提xしたビ¸ý¹=x<÷¸タûを前提xしたビ¸ý¹={⼤別します2こ~区分�1単{ITôーûを使っvい»

{yう{w�zく1事業構造~根本的z設計思想{関わ»も~wす2

アナロÀ前提(現在のオúッ¿¹)
顧客x~関係:øùン¶¿·ョン(点w~接触)

提供価値:交換価値·使⽤価値(òþ·カý)

価値創造:úû²(⾃社|作º1顧客{売»)

競争~場:マーÁóø(所与~市場w··²争い)

成⻑ò÷û:úû²成⻑(資産·⼈員{⽐例)

デ¸タû前提(目指すべき姿)
顧客x~関係:¸ンÂー¸ñンø(常時接続·継続的接触)

提供価値:体験価値·共感価値(Ãø·成果)

価値創造:þンúû²(ýóøワー¿効果{¸»⾃⼰増幅)

競争~場:フ³ーûù(⾃¹構築した¸Ã·¹öð)

成⻑ò÷û:þンúû²成⻑(指数関数的拡⼤)



ツインターボ顧客価値創 エンジン
÷¸タû時代~ビ¸ネ¹成⻑{�1<ôインターボ顧客価値創造¸ン¸ン=~実装|不可⽋w

す2オúóク¹~既存úー¹事業�<⾃然吸気¸ン¸ン=~段階{留~svzº12t~ター

ボチャー¸ャーを実装す»こxw1⾶躍的z成⻑|可能{zº~す2

自然吸気エンジン
顧客~課題を発⾒し1解決策を提供しv対価を得»·ンプûzサイクû2現在~

オúóク¹~úー¹事業|こ¼{該当し~す2

ターボ1:高�化
ソフø¶·アx÷ータを活⽤し1顧客課題~解決を⾼速{t⾼精度{⾏い~す2

AI{よ»⾃動化|こ~段階へ~移⾏を⽰唆しvい~す2

ターボ2:ネットワーク効果
顧客やパーøナー|増え»ほy1蓄積さ¼た÷ータや相互作⽤{よsv価値|⾃

動的{増幅す»仕組�2こ¼|<ûーûチ·ン¸=~鍵xzº~す2



<6つの創造=フレームワーク
<÷¸タû前提=~ビ¸ネ¹へx転換す»ため{�1以下~<6t~創造=を包括的{設計す»必要|あº~す2本提案w�1こ~フüームワーク{沿svオú

ック¹~úー¹事業~再構築を提案し~す2

場の創造
y~ようz世界観(エコ·¹öム)を構築す»{

顧客の創造
誰を巻}込�1y~ようz役割を与え»{

顧客価値の創造
5t~価値をyう提供す»{

稼ぎ方の創造
収益モ÷ûをyう変⾰す»{

回し方の創造
÷ータをyう活⽤しvオペüー·ョンを⾃律化す

»{

成長の創造
ネッøワーク効果をyう発動させ»{



第2章:現状分析と課題
<資本のúサイクû=モデûの功罪

オúッ¿¹~成⻑戦略~中核�<資本~úサイ¿û={あºます2こ¼�1成⻑|⾒込め»資

産{投資し1バúューアップを⾏った上w売却し1そ~利益を次~投資{回すxいうモ÷ûw

す22024年3⽉期~純利益�過去最⾼⽔準{達しvzº1財務的{�極めv優秀wす2

し{し1<DX~科学=~視点w�1こ~モ÷û�<アナロÀ~限界={直⾯しvいます2利益

~源泉|<資産~売買差益=や<⾦利·úー¹料={依存しvzº1バùン¹·ーø~拡⼤|

成⻑~制約条件xzっvいます2また1÷¸タû技術{よº市場~透明性|⾼ま»中1独⾃~

情報網や⽬利}⼒{よ»裁定取引~機会�減少しvいく傾向{あºます2



既存DX取り組みの評価
FLEET PITLOCK

ºúック¹⾃動⾞|展開y»<FLEET 

PITLOCK=�1⾃動⾞ñンöナン¹⼯場x

úー¹会社²tzpプùッøフ¹ーðwあ

º1業務効率化や⼈⼿不⾜解消²⽬指しv

い~y2

し{し1こ¼�<ゲーðチェン¸(業務プロ

セ¹~÷¸タû化)=~域²出vz¹z1プ

ùッøフ¹ーð⾃体|独⽴した収益源や1

úー¹契約²超えたネッøワーク効果²⽣

�出y<場=xしv�設計さ¼vい~{

³2

e-Telematics

<e-Telematics=�15万台以上~⾞両{導

⼊さ¼1運⾏管理やú¹ク削減{寄与しv

い~y2

こ¼�既存~úー¹契約{付加価値²tq

»ため~<÷¸タû活⽤={留~svzº1

÷ータ⾃体|新たz顧客価値²⾃律的{⽣

�出y<÷¸タû前提=~ò÷û{�⾄s

vいzいx評価w}~y2



÷ジ¿ルネイöィブ競合の脅威
ºúック¹が直⾯wvい»真~脅威�1従来~⾦融機関やúー¹会社w�zく1÷¸¿ûを前提xwた新規参⼊者wy2

EquipmentShare(米国)
建設機械~üン¿û{加え1独⾃~öüマö³ク¹<T3=を全機材{搭

載w1稼働状況~可視化1予防保全1労務管理まwをOSxwv提供wv

いまy2彼¹�<機材を貸y=w�zく<建設現場~⽣産性を提供y»=

こxw1急速{·ェ²を拡⼤wvいまy2

Ritchie Bros.(カナÀ)
世界最⼤~産業機械ºーク·ョン会社wyが1近年�<Ritchie Bros. 

Asset Solutions=を通xv1顧客~資産管理1査定1売却をワン¹øッ

プw⾏う÷ー¿プùッøフ¹ームへx変貌wvいまy2彼¹�øùン¶ク

·ョン÷ー¿xいう<資産=を武器{1市場~価格決定権を握ºつつあ

ºまy2

こ¼¹~プü´ヤー�1資産を持たzx²÷ー¿x顧客接点を握»こxw1ºúック¹~¸うz²セッøホûÀーを<単z»資産~供給業者={追いや»ú¹ク

があºまy2ºúック¹が<⼟管化=を避け»た±{�1⾃¹がプùッøフ¹ームxzº1資産x÷ー¿~主導権を握º返y必要があºまy2



第3章:創造1<場の創造=

資産オーケストレーション
オúッ¿ス|構築すy}<場(フ³ーûù)=を再定義します2現状~<⾦融·úースサービス~提供市場={ら1<循環型資産オーÁスøüーション·¸コシスö

ム(Circular Asset Orchestration Ecosystem)=xx転換します2

オúッ¿ス|⽬指すy}�1単{機器を貸し出すこxw�zく1企業~事業継続{必要z<機能=x<能⼒=を1必要z時{1必要z場所x1最適z形w供給す

»´ンフùxz»こxwす2こ~<場={zいv�1資産~<所有=x<利⽤=~境界線|溶け合い1新品·中古·シ·²úンÀ·再資源化~すyv~プýセス

|÷ータw統合さ¼ます2



ORIX Asset Nexusの構造
こ~構想を実現す»�め~具体的z÷ùóøõ¹ーðxしv<ORIX Asset Nexus(仮称)=を提案します2こ¼�1ºúó¿¹~3つ~主要úー¹事業(⾃動⾞1ü

ンöó¿1法⼈⾦融)を横断す»÷ータ基盤wす2

üイヤー1:フィ¸カû・アセッø層
ºúó¿¹|保有す»150万台~⾞両13万種

370万台~計測機器·ICT機器1z¸び顧客|保

有す»資産群2

üイヤー2:÷¸タû・ツイン層
すyv~資産{IDを付与し1IoT/öüマö³¿

¹w接続2稼働状況1位置情報1劣化状態をú

²ûタ´ðw÷¸タûô´ン上{再現します2

üイヤー3:オーケ¹øüー·ョン層
AI|需給をマóチンÀし1最適z資産配分を⾏

う市場ñ»ûºð2ºúó¿¹~資産�けwz

く1顧客同⼠~遊休資産~貸し借ºや1ñー»

ー1ñンöúン¹業者1úサ´¿û業者|参加

します2

こ~<場=~創造{¸º1ºúó¿¹�üóùºー·ャン~<価格競争={¹脱却し1資産~稼働率最適化xù´õサ´¿û管理xいう<öûーºー·ャン=x

x·õøします2



創造2<顧客の創造=
÷¸¿û時代~<顧客=�1単z»サービ¹~Øけ⼿w�zく1価値~提供者xしvも機能し~す2

顧客(価値享受者)の進化

¿ー²ッø�1資産~管理³¹øxÀウン¿イð{悩�<イノベー¿ー=お¸び<アーúーアÀプ¿ー=層~企業(建設1物流1製造業zy)wす2彼¹�単{ú

ー¹料を払う存在w�zく1⾃社~資産稼働÷ー¿をプùッøフォーð{提供す»こxw1¸º精度~⾼い予知保全や最適化提案をØけ×»<÷ー¿パーøナ

ー=xzº~す2

パートナー(価値提供者)の巻き込み

<ORIX Asset Nexus={�1ñーカー(OEM)1ñンöナン¹·物流業者1⾦融投資家を<価値提供者=xしv招待し~す2ñーカー�製品~実際~使わ¼⽅{ア

クセ¹wき1ñンöナン¹業者�AI{¸»需要予測{基uいvúソー¹を配置し1投資家�資産を証券化·øークン化しv⼩⼝投資wき»仕組�を作º~す2



創造3<顧客価値の創造=
アナýÀ時代~<交換価値(安さ·機能)={àえ1÷¸タû特有~<体験価値=<共感価値=

を実装し1ôインターüエン¸ンを駆動させます2

体験価値:フリクションレスな資
産利用
顧客{xっv最⼤~ペイン(苦痛)�1資産~

選定1契約⼿続}1故障時~対応1廃棄処

理xいった<付帯業務=wす2

即時調達·即時返却:必要z時{アプúw

ú¿エ¹øす¼�1即座{機器|届}1

不要{z¼�即座{回収さ¼ます2

予知保全によるÀウン¿´ムゼロ:機器|

故障す»前{代替機|届く1あ»い�夜

間{⾃動wñンöナン¹|⾏わ¼»体

験2顧客�<事業|⽌ま¹zい=xいう

安⼼感を得ます2

共感価値:経営目標の共有

顧客~ビ¸ネ¹成ß{寄º添う<AIパーø

ナー=xしv~価値を提供します2

サステナビリテ³経営の⽀援:顧客|利⽤

した資産~CO2排出量や1úサイ¿û{

¸»削減貢献量をúアûタイðw可視化

し1TCFD等~üýーø作成を⾃動化し

ます2

コスト最適化の提案:オúó¿¹~短期的

z利益x相反す»¸うz提案もAI|能動

的{⾏うこxw1⻑期的zパーøナー·

óプを築}ます2



創造4<稼ぎ方の創造=
従来のúニアz収益モ÷û(⾦利+⼿数料){¹1÷¸タû·ノンúニアz収益モ÷ûへx多⻆化wまy2

Àイナÿッ¿・プライシンÀ
建設機械や⼯作機械{zいv1稼働時間や出⼒

{応xた従量課⾦モ÷ûを導⼊wまy2資産の

需給状況や顧客の信⽤¹コア{基u}1úー¹

料を動的{変動さ{まy2

÷ー¿・þネ¿イゼーション
蓄積さ¼た膨⼤zアセッø÷ータを1個⼈情報

を秘匿化wた上w外部{販売·提供wまy2⾞

両の⾛⾏÷ータを⾏政{提供w1道路補修や渋

滞対策{活⽤wまy2

þーÁッøプレイス手数料
<ORIX Asset Nexus=上w1顧客同⼠|遊休資

産をÀw借ºwたº1中古売¿を⾏ったºy»

際のプùッøフ¹ーム利⽤料を徴収wまy2º

úック¹|資産を持たz{収益を上げ»モ÷û

wy2



創造5<回し方の創造=

無選択型意思決定
DXP独⾃~理論wあ»<無選択型意思決定プýセ¹=²ºúüー·ョン~中核{据え~す2従

来~プýセ¹w�1顧客�»タýÀ{¹機器²選び1⾒積²º²取º1⽐較検討す»xいう

<選択=~コ¹ø²⽀払svい~し�2

新しいºúüー·ョンw�1ºúッ¿¹~AI¸ー¸·ンø|1顧客~過去~履歴や現x~事業

状況1市場~øüンù²分析し1<最適z解=²⼀t�け提⽰し1承認(YES/NO)~�²求±~

す2

シナリオ例:建設現場での予知保全
建設会社A社~現場w1·ョùû»ー~油w系統{異常~予兆²IoT÷ータw検知2

AI|故障確率²予測し1現場近く~x庫{¹代替機²検索2夜間~⼊替配送⼿配

x1故障機~修理⼯場へ~搬送²仮予約2現場監督~¹マû{通知:<明⽇午後{¹

故障ú¹¿|⾼~svい~す2今夜中{代替機x⼊¼替え~す{?追加費⽤�発⽣し

~せ³2=監督|<承認=üタン²押す�けw完了2



創 6<成長の創 =
<コーûù¹ターø問題=を克服し1ノンúûアz成⻑を実現す»ための戦略を提⽰します2

自社資産を呼び水に
⾃社のúー¹資産(150万台の⾞1370万台の機

器)をすべv<ORIX Asset Nexus=上{可視化

し1既存顧客{この·¹öðを<無料の資産管理

ôーû=xしv開放します2

クロスサイù効果
利⽤企業|増え¼ば増え»ほy1資産の劣化予測

や市場価格予測の精度|向上し1すべvのユー¶

ー{xsvの価値|⾼まºます2

パーøúー増加
ñンöúン¹⼯場や物流ñーøúー|増え»ほ

y1地理的zカðüó¸|広|º1úーùタイð

|短縮さ¼1ユー¶ーの利便性|向上します2

成長の加�
低コ¹ø·⾼利便性w顧客を引}tけ1÷ータ|

蓄積さ¼1AIの予測精度|向上2資産の稼働率|

上|º1コ¹ø削減|価格競争⼒{還元さ¼ま

す2



第4章:セクター別詳細戦略
オúックス自動車:モビúティ・オペレーション・クùウド

現状の課題

EV化{よる⾞両価格の上昇

残価リ¹クの不透明性

整備⼠不⾜

DX提案

EVùイフサイクû管理プùットフォーム:バッöリーの劣化状態を常時監視し1<⾞両xしvの

寿命=が終わった後も1<蓄電池=xしvの⼆次利⽤まwを⼀貫しv管理·保証します2

フúート最適化AI:<Fleet Pitlock=を進化させ1顧客の全⾞両の稼働÷ータを分析し1最適z

保有台数1⾞種構成1配⾞計画を⾃動提案する<AIフリーøマネー¸ャー=を提供します2



オリッ¿ス・レンテッ¿:分散型製造Àリッド

現状の課題

3Dプúンターや⾼額機器の稼

働率の波

技術の陳腐化úスク

DX提案

3Dプúンテ³ンÀ·¿ù¶ド:顧客の⼿元{あ»3Dプ

úンター|稼働しvいzい時間を1ºúックス|ネッ

トワーク経由w借º上げ1他の顧客{¹の造形úク¸

ストを処理す»<分散型⼯場=xしv機能させます2

計測器のシ·²úンÀ:使わ¼vいzい計測器をプùッ

トフ¹ーム上w他社{貸し出すP2P機能を実装し1レ

ンテック|その仲介x品質保証1物流を⾏います2



環境エネû¾ー・法人金融:サー½ュラー・アセット・üジャー

現状の課題

太陽光パネûや蓄電池の⼤量

廃棄問題

¹コー÷3対応の事務負担

DX提案

÷¸¿ルプロÀクøパ¹ポーø(DPP):すべvのúー¹

資産{öýックチェーン上の÷¸タûIDを付与し1製

造{ら廃棄·úサ´クû~wのøüーサビúö³を担

保し~す2

環境価値のøークン化:太陽光発電設備zy|⽣�出す

<環境価値(クü¸ッø)=をøークン化し1úー¹顧

客や投資家{還元·販売する÷ùッøõォームを構築

し~す2



結論:資産オーケストレーション企業へ
オúック¹株式会社�1過去60年{わたº<⾦融=x<モþ=~⼒w成⻑しv}~した2し{し1次~60年²勝ち抜くた�{�1<÷ータ=x<ýッøワーク=

~⼒w1物理的z資産~価t²再定義しzけ¼�zº~せ³2

本提案wあ»<DXP~>勝⼿{DX?=�1オúック¹|持t圧倒的z<ú²û²セッø(実物資産)=xいう強�²1<÷¸タû前提(Digital Premise)=~ビ¸ý¹

モ÷ûw包�込�こx{¸sv1競合他社|模sw}zい強固z参⼊障壁²築く�~wす2

<資産²貸す会社={¹1社会全体~資産効率²最⼤化す»<資産オーケ¹øüー·ョン企業(Asset Orchestrator)=x2

こ~<ûーûチェン¸=こそ|1オúック¹|⽬指すy}<Growth Strategy 2035=~真~姿wあº1持続可能z社会(サ¹öúビúö³)x~最⼤~貢献xz»

x確信し~す2

Report by: ·û²DX戦略コンサûタンø

Based on: The Science of DX® Framework by DX Partners


